
令和４年度 「アイディア・シード段階からの効果的な事業成長支援モデル構築に係る調査事業」

経済産業省北海道経済産業局 地域経済部 産業技術革新課 （担当：南、滝口、有田）

TEL：011-709-2311（内線2588） MAIL：hokkaido-gijutsu@meti.go.jp

株式会社北海道二十一世紀総合研究所 （担当：清家、高松）

TEL：011-231-3053 MAIL：startup@htri.co.jp

●応募にあたる注意事項

・本事業の実施にあたっては、委託先である株式会社北海道二十一世紀総合研究所が運営事務局を務めます。同社は守秘義務を負っており、応募内容および個人情報に関する秘密は厳守されます。

・審査内容や結果に対する個別のお問い合わせには応じられません。

・採択されたアイディアは、代表者の氏名や所属、事業・サービス概要等について経済産業省北海道経済産業局ホームページ等から２０２３年3月頃に公開予定です。

応募方法

右側のQRコードよりエントリーフォームにアクセスいただ

き、必要事項をご記入のうえ、ご応募ください。

※メールによるお申し込みは受け付けていません。

エントリーフォーム （9月9日（金）締切）

https://forms.office.com/r/3VcaH62fqW

ご応募お待ちしています！

●エントリーシートへの記載事項について

応募者概要 （氏名・所属・連絡先 等）／提案概要／ターゲット・ターゲットが抱える課題／事業・サービスの詳細 (ビジネスモデル・マネタイズ方法 等）

支援までの流れ

※１ エントリーシートの内容をもとに選考を行います。選考過程でオンライン面談をさせていただく場合があります。

※2 応募者の中から2件程度を支援対象として選定します。応募者には、9月中旬頃にメールにて審査結果をご連絡します。

※３ スタートアップ支援に精通したメンター、プロダクト開発の専門人材 （エンジニア・デザイナーなど） がアイディアの事業化に向けた個別支援を行います。

【応募締切】

9月9日（金）

【選考】※1

9月中旬 （予定）

【事業化に向けた個別支援】※3

9月下旬以降に随時実施します

●審査基準について

事業の新規性・独自性、地域性、事業性、実現可能性、拡張性、起業家としての素養等を外部審査員が総合的に審査します。

【支援対象者の決定】※2

9月下旬 （予定）

支援プログラムの特徴

大久保 徳彦 氏 （ビジネスメンター）

(株)POLAR SHORTCUT | 代表取締役CEO

大手事業会社で新規事業開発に従事後、動画制作ス
タートアップで経営企画・人事領域等を組織のNo2と
して統括。2021年に北海道特化型シードVCを設立。
これまで2社に投資し、個別支援も実行。

藤間 恭平 氏 (ビジネスメンター)

(株)DRIVE Incubation | 代表取締役

シー ド向けア クセラ レー タープログラム 「 Open
Network Lab HOKKAIDO」の立ち上げ後、札幌市
「STARTUP CITY SAPPORO」プロジェクト等を通じ
てこれまで道内スタートアップ約20社を支援。

エンジニアやデザイナーでプロトタイプ開発を支援します

起業を検討している方がもつアイディアの事業化に向け、支援経験豊富なチームが約４か月間にわたり支援を行います。

仮説検証を通じた事業構想の具体化支援1
メンタリングを通じ、応募アイディアをもとにターゲットが抱える
課題に対する最適なソリューションの検証。

事業計画の策定支援２
事業構想の実現に向けたパートナー探索、ビジネスモデルの検討。

プロトタイプの作成支援３
エンジニアによるサービス・プロダクトの要件定義、デザイナーに
よるUI/UX開発等のプロトタイプの作成。

成果事例の情報発信４
スタートアップメディア等を活用した認知度の向上。

北海道内で起業または新規事業を予定している個人・団体 （学生を含む※）

※応募時点で代表者が18歳未満の場合には、保護者の同意を得ていることが条件となります。

①または②に該当する、技術・サービスやビジネスモデル等において新規性や他地域への波及効果等が期待できるアイディア※を対象とします。

①北海道における社会課題、地域課題の解決につながるもの

②その他、将来のビジネス可能性や事業成長が見込まれるもの

※同アイディアで他のビジネスコンテスト、各種補助事業等への参加実績があっても応募対象となりますが、エントリーシートにその旨をご記入ください。

応募対象者


